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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末少数株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。 
 

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 61,723 0.3 12,449 13.7 6,971 16.1
22年3月期第3四半期 61,507 △3.4 10,947 51.1 6,000 88.0

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 33.20 ―

22年3月期第3四半期 28.57 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 3,473,309 252,491 7.0 1,160.97
22年3月期 3,353,702 248,984 7.1 1,146.00

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  243,727百万円 22年3月期  240,640百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 5.00 ― 4.00 9.00
23年3月期 ― 4.00 ―

23年3月期 
（予想）

4.00 8.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

経常収益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 80,000 △1.1 16,500 2.4 9,300 0.0 44.28



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であります。 
 なお、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続きは終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 業績予想は、発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因を前提としておりますが、実際の業績は今後様々な要
因によって大きく異なる結果となる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、[添付資料] Ｐ．３ 「その他」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q  210,403,655株 22年3月期  210,403,655株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  470,784株 22年3月期  421,681株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q  209,973,039株 22年3月期3Q  210,004,779株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

  

 当第３四半期まで（平成22年4月1日～平成22年12月31日）のわが国経済は、当初、海外経

済の改善により輸出や生産活動は増加基調が続きましたが、その後回復の勢いが鈍化し景気

は足踏み状態となりました。この間、雇用・所得環境は引き続き厳しい状況にあるものの持

ち直しの動きがみられました。個人消費は持ち直しているものの、エコカー補助金制度終了

の影響などにより一部に弱い動きがみられました。投資面では住宅投資は下げ止まる一方、

公共投資は低調に推移しました。このような状況のもと、日経平均株価は低調に推移し、対

米ドル円レートは円高方向で推移しました。また、消費者物価は緩やかな下落が続きまし

た。 

 地元経済におきましては、当初、生産活動や個人消費の一部に明るい動きがみられたもの

の、その後弱含み、雇用回復は足踏みし、観光関連も低調に推移するなど、全体として厳し

い状況が続きました。  

 このような金融経済環境のもと、当行グループの当第３四半期連結累計期間の業績は次の

とおりとなりました。 

 経常収益は、資金運用収益が貸出金利息の減少等により８億６５百万円減少したものの、

その他業務収益が国債等債券売却益の増加等により９億８百万円増加したことなどから、前

第３四半期連結累計期間に比べ２億１６百万円増加して６１７億２３百万円となりました。 

 一方、経常費用は、その他経常費用が貸倒引当金繰入額の増加等により５億６１百万円、

その他業務費用が国債等債券売却損の増加等により４億６７百万円それぞれ増加したもの

の、資金調達費用が預金利息の減少等により１５億４３百万円、営業経費が人件費の減少等

により６億４１百万円それぞれ減少したことなどから、前第３四半期連結累計期間に比べ 

１２億８４百万円減少して４９２億７４百万円となりました。 

 この結果、経常利益は、前第３四半期連結累計期間に比べ１５億１百万円増加して１２４

億４９百万円となり、四半期純利益は、前第３四半期連結累計期間に比べ９億７１百万円増

加して６９億７１百万円となりました。  

  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

  

 預金は、公金預金及び金融機関預金の減少等により前連結会計年度末に比べ８億７９百万

円減少して２兆９，５０９億１３百万円となりました。なお、譲渡性預金を含めた総預金は

個人預金及び法人預金の増加等により前連結会計年度末に比べ９３９億４４百万円増加して

３兆８６９億３３百万円となりました。 

 貸出金は、一般向貸出金の増加等により前連結会計年度末に比べ１５７億４０百万円増加

して２兆９７６億４０百万円となりました。 

 また、有価証券は、国債の増加等により前連結会計年度末に比べ９６０億７０百万円増加

して１兆９５５億９百万円となりました。 

 純資産は、利益剰余金の増加等により、前連結会計年度末に比べ３５億７百万円増加して

２，５２４億９１百万円となりました。   

  
  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

  

 平成22年11月10日に発表いたしました業績予想から変更はありません。  

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  
（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

（簡便な会計処理）  

①減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している有形固定資産につきましては、年度に係る減価償却費の額を期間按分

する方法により算定しております。 

②貸倒引当金の計上基準 

 「破綻先」、「実質破綻先」及び「破綻懸念先」に係る債権等以外の債権に対する貸倒引当

金につきましては、中間連結会計期間末の貸倒実績率等を基礎として計上しております。 

③税金費用の計算 

 法人税等につきましては、年度決算と同様の方法により計算しておりますが、納付税額の算

出に係る加減算項目及び税額控除項目は、重要性の高い項目に限定して適用しております。 

④繰延税金資産の回収可能性の判断  

 繰延税金資産の回収可能性の判断につきましては、一時差異の発生状況について中間連結会

計期間末から大幅な変動がないと認められるため、当該中間連結会計期間末の検討において使

用した将来の業績予測及びタックス・プランニングの結果を適用しております。 

  

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理）  

 該当事項はありません。  

  

  
（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①資産除去債務に関する会計基準の適用  

 第１四半期連結会計期間から「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号平成

20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

21号平成20年３月31日）を適用しております。  

 これにより、経常利益は6百万円、税金等調整前四半期純利益は175百万円それぞれ減少して

おります。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は202百万円でありま

す。 

  

②表示方法の変更（四半期連結損益計算書関係）   

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号平成20年12月26日）に基づく財務

諸表等規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日内閣府令第５号）の適用により、

当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しており

ます。  

   

  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

現金預け金 108,359 130,157

コールローン及び買入手形 32,037 8,373

買入金銭債権 7,963 8,866

商品有価証券 201 186

金銭の信託 12,568 9,895

有価証券 1,095,509 999,439

貸出金 2,097,640 2,081,900

外国為替 1,116 1,378

リース債権及びリース投資資産 20,170 21,179

その他資産 31,658 25,884

有形固定資産 55,576 56,147

無形固定資産 12,115 9,748

繰延税金資産 1,129 1,137

支払承諾見返 26,394 27,023

貸倒引当金 △29,131 △27,616

資産の部合計 3,473,309 3,353,702

負債の部   

預金 2,950,913 2,951,792

譲渡性預金 136,020 41,196

コールマネー及び売渡手形 15,972 27,912

債券貸借取引受入担保金 39,761 5,422

借用金 15,330 11,151

外国為替 26 60

その他負債 22,507 24,871

役員賞与引当金 37 50

退職給付引当金 792 686

役員退職慰労引当金 627 870

睡眠預金払戻損失引当金 900 886

偶発損失引当金 243 186

繰延税金負債 1,425 2,731

再評価に係る繰延税金負債 9,865 9,873

支払承諾 26,394 27,023

負債の部合計 3,220,817 3,104,717

純資産の部   

資本金 18,130 18,130

資本剰余金 11,217 11,221

利益剰余金 183,971 178,666

自己株式 △321 △300

株主資本合計 212,997 207,718

その他有価証券評価差額金 17,596 19,746

繰延ヘッジ損益 △483 △453

土地再評価差額金 13,616 13,629

評価・換算差額等合計 30,729 32,922

少数株主持分 8,764 8,343

純資産の部合計 252,491 248,984

負債及び純資産の部合計 3,473,309 3,353,702
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年12月31日) 

経常収益 61,507 61,723

資金運用収益 40,961 40,095

（うち貸出金利息） 32,007 30,845

（うち有価証券利息配当金） 8,755 9,064

役務取引等収益 8,228 8,346

その他業務収益 10,634 11,543

その他経常収益 1,683 1,738

経常費用 50,559 49,274

資金調達費用 4,656 3,112

（うち預金利息） 3,171 1,829

役務取引等費用 2,258 2,130

その他業務費用 8,908 9,376

営業経費 31,287 30,646

その他経常費用 3,448 4,009

経常利益 10,947 12,449

特別利益 19 13

固定資産処分益 18 13

償却債権取立益 0 0

特別損失 369 404

固定資産処分損 123 236

減損損失 246 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 168

税金等調整前四半期純利益 10,597 12,057

法人税、住民税及び事業税 3,592 4,769

法人税等調整額 646 △113

法人税等合計 4,239 4,656

少数株主損益調整前四半期純利益  7,401

少数株主利益 357 429

四半期純利益 6,000 6,971
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 該当事項はありません。  

  

  

 該当事項はありません。 

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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㈱鹿児島銀行（8390）平成 23 年 3 月期第 3四半期決算短信 

７ 

 
 

平成２３年３月期 第３四半期決算説明資料 
  
１． 損益の概況（単体） 

 

 

 

                  
  
 

 
 
 
  

〔業務純益・経常利益〕 
平成 23 年 3 月期第 3 四半期の業務純益は 12,925 百万円（前年同期比 412 百万円増加）、経常利益は 11,339
百万円（前年同期比 1,384 百万円増加）となりました。 
通期業績予想に対する進捗率は、各々77.4％及び 75.6％であります。 

〔四半期純利益〕 
四半期純利益は、経常利益が株式等償却の減少等により 1,384 百万円増加したことなどから、1,040 百万円増加
して 6,814 百万円となりました。 
通期業績予想に対する進捗率は 75.7％となっており、業績は堅調に推移しております。 
なお、通期業績予想について変更はありません。 

（単位：百万円） 

 

 

      
平成 23 年

3 月期 
第 3 四半期
（9 ヵ月間） 

増減 

（参考）   
平成 22 年
3 月期 

第 3 四半期
（9 ヵ月間） 

     
平成 23 年 
3 月期 

通期業績予想 
（12 ヵ月間） 

      
平成 22 年 
3 月期 

通期実績 
（12 ヵ月間） 

業 務 粗 利 益 43,187 1,266 41,921  55,324 

資 金 利 益 37,017 773 36,244  47,988 

役 務 取 引 等 利 益 5,555 249 5,306  7,059 

そ の 他 業 務 利 益 614 243 371  276 
 

（うち国 債 等 債 券 損 益 ） （483） （341） （142）  （15）

経 費 29,011 △349 29,361  38,981 

人 件 費 14,655 73 14,581  19,357 

物 件 費 12,915 △376 13,292  17,648  

税 金 1,440 △47 1,487  1,976 

業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 14,176 1,615 12,560 17,600 16,342 

 コ ア 業 務 純 益（注） 13,692 1,274 12,418 17,100 16,326 

① 一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 1,250 1,202 47  △1,339 

業 務 純 益 12,925 412 12,512 16,700 17,681 

臨 時 損 益 △1,586 971 △2,557  △3,094 

②不 良 債 権 処 理 費 用 1,562 △200 1,763  2,203 

（貸倒償却引当費用①＋②）  （2,812） （1,001） （1,810）  （864）

株 式 等 関 係 損 益 △187 574 △761  △535 

 う ち 株 式 等 償 却 320 △704 1,025  827 

 

そ の 他 臨 時 損 益 163 196 △32  △355 

経 常 利 益 11,339 1,384 9,955 15,000 14,586 

特 別 損 益 △391 △40 △350  △381 

 特 別 利 益 13 △5 18  25 

 特 別 損 失 404 35 369  406 

  う ち固 定 資 産 処 分 損 236 113 123  151 

  うち固定資産減損損失 － △246 246  254 

  うち資産除去債務影響額 168 168 －         － 

税引前四半期（当期）純利益 10,948 1,343 9,604  14,205 

四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益 6,814 1,040 5,774 9,000 8,963 

（注） コア業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入－国債等債券損益 
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２．「金融再生法ベースのカテゴリーによる開示」（連結） 

 

 

 

連結ベースの金融再生法開示債権残高は、平成 22 年 9 月末比 34 億円増加して 622 億円となりました。

 

（連結ベース）                                    （単位：億円）  （参考）    （単位：億円） 

 平成 22 年 12 月末 平成 21 年 12 月末 平成 22 年 9 月末 

破産更生債権及びこれら 
に準ずる債権 

148  150  137  

危険債権 184  178  182  

要管理債権 289  277  267  

合   計 622  605  587  

総与信に占める開示債権 
の割合 

 2.90％ 2.83％ 2.78％ 

（注）１．上記計数は「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第４条に規定する各債権のカテゴリー  

（以下「開示区分」という。）により分類しております。 

２．平成 22 年 12 月末及び平成 21 年 12 月末の開示区分の金額は、各々を基準日とする自己査定の債務者区分に基づ

く残高を計上しております。 

 ３．連結子会社の債権は、営業貸付金を対象としております。 

 

※ 開示区分と自己査定債務者区分との関係 

・破産更生債権及びこれらに準ずる債権（実質破綻先、破綻先の債権） 

・危険債権（破綻懸念先の債権） 

・要管理債権（要注意先のうち、３ヵ月以上延滞債権又は貸出条件緩和債権に該当する債権） 

 

〔参考情報〕  

 （単体ベース）                                  （単位：億円）  （参考）    （単位：億円） 

 平成 22 年 12 月末 平成 21 年 12 月末 平成 22 年 9 月末 

破産更生債権及びこれら 
に準ずる債権 

142  144  132  

危険債権 184  178  182  

要管理債権 289  277  267  

合   計 617  599  582  

総与信に占める開示債権 
の割合 

 2.88％ 2.81％ 2.76％ 

 

 

３． 連結自己資本比率（国内基準） 

 

 

          

            

平成 23 年 3 月末の連結自己資本比率は、14.4％程度を予想しており、引き続き高水準で推移する見込

です。 

 （参考） 

 平成 23 年 3 月末（予想値） 平成 22 年 9 月末（実績） 

連結自己資本比率 14.4％程度 14.52％ 

連結ＴｉｅｒⅠ比率 13.2％程度 13.26％ 

（注）１．上記の自己資本比率（国内基準）は、「銀行法第14条の2の規定に基づき、銀行がその保有する資産等に照らし自己

資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準を定める件」（平成 18 年金融庁告示第 19 号）に基づ

き算出しております。 

  ２．予想値は、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い変動することがあります。                            
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４． 時価のある有価証券の評価差額（連結）                       

 

 

  
                                  

平成 22 年 12 月末のその他有価証券の評価差額は 289 億円の評価益となり、平成 22 年 9 月末比 41 億円減少

しました。 

（連結ベース）                                    （単位：億円）  （参考）       （単位：億円） 

平成 22 年 12 月末 平成 21 年 12 月末 平成 22 年 9 月末  

時 価 評価差額 時 価 評価差額 時 価 評価差額 

その他有価証券 10,913 289 10,026 297 10,686 331

株 式 565 172 572 198 532 143

債 券 9,550 117 8,676 104 9,364 180

 

そ の 他 797 △0 777 △5

 

788 7

（注）満期保有目的の債券及び時価のある子会社・関連会社株式は該当ありません。 

 

 

５．総預金・貸出金の残高（単体） 

 

 

 

 

 

 

・平成 22 年 12 月末の総預金残高は、個人預金及び法人預金の増加等により平成 22 年 9 月末に比べ 721 億円

増加し、３兆 950 億円となりました。 

・貸出金残高は、一般向け貸出金の増加により平成 22 年 9 月末に比べ 335 億円増加し、２兆 1,083 億円となりまし

た。 

  （単位：億円） 

 平成 22 年 12 月末 

  21 年 12 月末比 22 年 9 月末比

平成 21 年 
12 月末 

平成 22 年
9 月末 

総預金 30,950 727 721 30,223 30,229 

預金 29,519 567 411 28,951 29,107 

うち個人預金 22,299 349 512 21,949 21,786 

うち法人預金 6,394 261 147      6,133 6,247 

 

うち公金預金 706 △33 △35 739 742 

譲渡性預金 1,431 159 309 1,271 1,121 

 

 うち公金預金 1,125 121 288 1,004 837 

貸出金 21,083 115 335 20,968 20,748 

公共向け 3,454 △112 △33 3,566 3,487 

一般向け 17,629 227 369 17,401 17,260 

うち地域向け（注） 15,301 255 285 15,045 15,015 

うち都市部向け 2,328 △27 83 2,355 2,244 

うち消費者ローン 5,791 169 45 5,621 5,746 

住宅ローン 5,438 169 43 5,268 5,394  

 その他のローン 353 0 2 353 351 

 

 

うち中小企業等貸出金 14,607 312 273 14,295 

 

14,334 

（注）当行における地域の概念は、鹿児島県及び宮崎県を指しております。 
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６．預り資産の残高（単体） 

 

 

 

    

平成 22 年 12 月末の預り資産残高は、平成 21 年 12 月末比 260 億円、平成 22 年 9 月末比 98 億円、各々増加し

4,634 億円となりました。 

（単位：億円）     

 平成 22 年 12 月末 

  21 年 12 月末比 22 年 9 月末比

平成 21 年 
12 月末 

平成 22 年
9 月末 

公共債（国債・地方債） 2,247 △261 0 

 

2,508 2,247 

 うち個人 2,182 △228 △0  2,410 2,182 

投資信託 774 22 7 751 767 

 うち個人 767 24 7 

 

743 760 

外貨預金 66 0 △1 66 68 

 うち個人 50 △4 △2 54 52 

個人年金保険等（注） 1,545 498 92 1,046 

 

1,452 

合    計 4,634 260 98 4,373  4,536 

 うち個人 4,544 289 96 

 

4,254  4,448 

（注）個人年金保険等は、年金保険及び終身保険の販売累計額であります。                                         

 

 

                                                           以 上 


